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読書会
8月24日（火）
9月14日（火）
16時半から

写経会
9月12日（日）
13時半から

映画会
8月19日（火）
9月16日（金）お休

みします

○植物学者の牧野富太郎は“雑草という名の草はない”と語りました。人にはひとりひとり名前
があるように、雑草という名の草にもそれぞれ名前があるという理屈は分かりますが、やは
りこの時期の名も知らぬ草の暴力的繁茂は、十把ひとからげで雑草と呼ぶしかありません。

○梅雨は雨を、あけた後は熱中症と雷を言い訳にして雑草取りをサボっていたら、野菜畑なの
か雑草畑なのか区別がつかなくなった琉游舎農園。かろうじて芽が出ていたアスパラの陣地
はいつの間にか雑草に占領され全滅。２年連続芽を出していた雲南百薬は姿を見せないまま。
雑草と間違えて抜いてしまったのでしょうか。雑草に畑の栄養分を吸い取られ、放置すれば
肝心の野菜の生長が危ぶまれます。雑草に限って”自然との共棲”は私には無理なようです。

○野草と雑草では扱いが大分異なります。雑草は人が管理している土地（畑や宅地）に勝手に
生える邪魔者です。とりあえず他の動植物に影響がないと分かる場所では除草剤を撒き、そ
うでない場所では刈払機で一網打尽、とにかく邪魔者には排除の論理が働きます。一方野草
は山野に自然に生える草です。「近くの山で野草を摘んで一輪挿しにしました」「野草の天
ぷらやサラダは美味しいし健康的」となれば、豊かな自然との共棲がイメージできます。

○登山道で見かけたアザミは可愛らしい野草ですが、畑にあれば雑草となります。アスファル
トの隙間に生えるタンポポは雑草ですが、摘んで観賞用にすれば野草です。雑草と野草は草
の種類が違うのではなく、私たちがどう思うかの違いです。人が邪魔だと思えば雑草です。

○私たちは共棲が難しい他者に対して雑草と同じ扱いをしていないでしょうか。人種や属性で
人を語るとき排除の論理が働いていないでしょうか。日本人である私はいても、日本人とい
う名の私はいません。ガス室やピカドンの下で十把ひとからげにされた者たちの”名“を思う
こと、それが共棲へと続く道筋ではないか、と雑草との格闘の中で思う鎮魂の8月です。

お
盆
施
餓
鬼

法
要

八
月
一
五
日

日
曜
十
時
半

雑草という名の草はない

木 金 土 日

8・9月スケジュール
12 13 14 15

映画会 お盆施餓鬼法要

月 火 水 13時半 10時半

16 17 18 19 20 21 22
映画会

お休み 休舎

23 24 25 26 27 28
読書会 映画会

13時半 13時半

29

30 31 2 3 4 5
映画会

13時半

9月1日

休舎

6 7 8 9 10 11 12
映画会 写経会

13時半 13時半

13 14 15 16 17 18 19
読書会 映画会

13時半 お休み

https://www.ryuyusha.com/
https://toi101izuru.wixsite.com/mysite-3


注1：仏法をそしり、真理をないがしろにすること 注2：教・宗派における教義のこと

狂言綺語…信仰者

琉游舎：戸井 出琉・恭子

お問い合わせ：0287-53-7848 08033508152

矢板市大槻2319－17コリーナ矢板Ｃ－８５０

メール：toi101izuru@outlook.jp

毎月第1日曜16時からは”無量寿経“読書会の時間です。インターネットを通じて５人で行うこの読書会は、
司会者がそろそろ次回の担当者を決めましょうと切り出さなければ、いつまでも時を忘れて語り合う無量寿
経を通して豊かな時間を共有するひとときです。学生の頃は仲間を誘って読書会を始めても大概は3回も続け
ば良い方。サークルや家庭教師の時間などでスケジュールが合わずに一人欠け、二人欠け、あっと言う間に
自然消滅です。学生の頃は読書会より楽しいことが多く、優先順位が高くなかったということなのでしょう。
琉游舎の読書会は始まって4年以上経ちます。第2第4火曜日の13時半から1時間半ほど、年末年始を除いて

休みなく続けているので、恐らく100回ほど行っているはずです。テキストは”法華経“”般若心経“”歎異抄“”
ダンマパダ“と読み現在は”立正安国論＆消息文“を読んでいます。私がレジュメを作りテキストの解説をし、
それについて皆さんの感想や疑問に答えていくという形式なので、読書会というよりは私の仏教理解をテキ
ストを通して皆さんにお話ししているといった方が正しいかもしれません。しかし回を重ねるにつれてそれ
が単なる解説ではなく、語ることがすなわち行ないの道を歩んでいるということに気づきました。語るため
にはまずテキストを読み込み解説書をいくつか紐解き理解を深め納得し、そしてそれがどのような行ないに
結びつくのかを身にあてて読み込むことで、初めてありのままにそのテキストを観ることができることに気
づいたのです。私が語った言葉が自らの行ないを写す鏡となり、聞き手の疑問や感想となって照らし出され
ます。これは私が皆さんに仏道を語っているのではなく、映し出された鏡の中に自分の行ないの現在を観て
いるのです。私の現在をありのままに観ることの出来る貴重な機会は、自ら望んでも簡単に得られることで
はありません。だから私はこの読書会を一人でも参加される方がある限り決してやめることはないでしょう。
無量寿経は浄土三部経のひとつで観無量寿経、阿弥陀経と合わせて念仏の徒には信仰のより所となる所衣

の経典です。特に浄土真宗では最重要のものです。この読書会の構成員5人は、浄土真宗髙田派の住職でフッ
サールの現象学を専門とする元哲学科の教授。彼の子息で昨年横浜の小学校の教師を辞め、故郷の三重の寺
で寺子屋活動など新しい寺のあり方を模索し始めた副住職。資産運用のプロとしてまだ現役の銀行マンを続
けながら得度した浄土真宗本願寺派の僧侶。大学名誉教授は国語教育学の泰斗、仏教には門外漢といいなが
ら博覧強記からくり出される素朴な質問は、よかれ悪しかれ経典の言葉に慣れてしまった僧侶4人には意表を
突く新鮮なものです。そして私は法華経を所衣の経典とし、日蓮を行ないの師と仰ぐ僧侶、日蓮の弟子です。
琉游舎の読書会で読む”立正安国論“は、浄土宗の創始者法然を謗法注1を広める悪僧として徹底的に弾劾し

鎌倉幕府に念仏の徒を排除しなければ国難は収まらないと訴えた建白書です。浄土真宗の祖師は親鸞です。
親鸞の師は法然です。私は法然、親鸞と続く念仏の徒の聖書とも言うべき無量寿経をその弟子たちとともに
読みながら、一方で彼らを排除せよと訴える日蓮の告発書を同時に読むという、宗門宗派をよりどころとす
る僧侶双方から見れば自己矛盾に満ちた行為をしていることになります。例えが適切かどうか分かりません
が、旧約聖書の内容をイスラム教とキリスト教の双方の立場から読んでいるようなものかもしれません。因
みに日蓮が他宗を邪宗として非難したときに用いた有名な句に四箇格言があります。 念仏無間 (念仏は無間
地獄に落ちる)、 禅天魔 (禅は天魔の行為) 、真言亡国 (真言は国を滅ぼす)、 律国賊 (律は国賊) の4つです。
これを日蓮から投げられた人たちが怒り狂い彼を襲い、権力に訴えて処罰するように要求することは無理も
ないことです。なぜ日蓮がこの言葉を投げかけなければならなかったか、彼の生きた時代と行いの中で評価
しなければならない言葉ですが、あえてここで引用した意味は、この言葉を投げかけ、投げかけられた人々
の弟子たちが、ズーム会議システムを使い空間を越えて、豊かで安らかな信仰の時間を共有しているという
事実があり、私はこの姿がこれからの信仰の在り方を指し示しているのではないかと考えているからです。
世界は様々な立場の宗教で溢れています。各々がその宗教の立場に従って行動する限り行きつく先は対立

です。宗教戦争、異端排斥、宗教弾圧、廃仏毀釈など、それらは宗教の本質と全く相いれない人を不幸に導
く結果を引き起こします。一方それぞれの立場を尊重し、領域を侵犯せずに相互理解と共存を図れば世界宗
教会議の名のもとに一堂に会することも可能でしょう。しかしそれは国連みたいようなもので、自分の立場
と領分を確保したうえで表面的な理解を図るだけのおしゃべりの時間に過ぎません。宗教という言葉を使う
とき、行いは対立を生み出し、共存はおしゃべりの時間でしかないとしたら、私は宗教を語ることをやめ自
分だけの信仰を実践していきたいと思います。私は日蓮宗の宗教家ではなく、日蓮の行いに共感を覚えその
意思を引き継いでいきたいと”願い誓い行う“日蓮の誓願の信仰者であり、実践者でありたいということです。
今ここに、私は初めて自己を”信仰者“と規定しました。その契機は無量寿経の読書会です。4年間重ねた琉

游舎の読書会は、宗教家としての自己の行いを写す鏡であるところまでは分かりましたが、そこに写された
私はどうやっても日蓮宗の僧侶である私を写す鏡以上のものではありません。ところが無量寿経の読書会に
写る鏡は乱反射するのです。五人銘々の鏡に無限連鎖のように反応し屈折し乱反射した私は、日蓮も親鸞も
他力も自力も題目も念仏も様々に反応し合い、その教えや言葉が無意味化する一瞬が確かに表れるのです。
それが宇宙の真理に触れる瞬間と私は信じています。その可能性はいわゆる宗教の中には
ありません。そのドグマ注2を軽やかに越える瞬間こそが、新しい信仰の在り
方です。これを明らかにすることが信仰者である私の行いの日々なのです。


